
　（ 特　記 ）　　

徳島県教育委員会 施設整備課

●工事名

●図面名

●図面番号

●縮　　尺

株式会社Ａ
〒770-0044   徳島市庄町１丁目６番地２
Tel(088)632-1103(代) fax(088)632-1198

設計ＣＥ

エーシーイ

特　記　事　項章 項　　　目
建築工事　仕様書

特　記　事　項

１
章　

一
般
共
通
事
項

項　　　目章

1.　適用基準等

　②公共建築工事標準仕様書(建築工事編)(平成31年版)(以下「標仕」という.)

◎図面及び特記仕様に記載されていない事項は, すべて国土交通大臣官房官庁営繕部監修の下記による.

　①公共建築改修工事標準仕様書(建築工事編)平成31年版(以下「改標仕」という. )

◎施工条件は次による. 

　・生徒の安全面，工程については，施設管理者と協議の上，決定すること．

　・その他の詳細な施工条件については，実施工程表及び総合施工計画書の作成時に施設管理者と協議の上

　　決定し，適宜相互に日程の調整及び確認を行う．

特　記　事　項章 項　　　目

３
章　

躯
体
工
事(

１)
 

（
土
工
事
）

◎周辺の状況, 土質, 地下水の状態等に適した工法を採用し, 工事中の異常沈下, 法面の滑動, その他によ

　る災害が発生しないよう, 災害防止上必要な処置をすること.

◎敷地内に埋設が予想される設備配管類等について十分調査し, 支障がないようにすること.

　を取りつけた機械堀りとする. なお, かく乱した場合は, 自然地盤と同等以上の強度となるように適切な

　処置を定め, 監督職員の承諾を受ける.

◎根切り底は, 地盤をかく乱しないよう, 手作業(深さ30㎝程度)とするか, バケットに特殊アタッチメント

1.  根切り

◎工事に支障を及ぼす雨水, わき水等は, 適正な排水溝, 集水ます等を設置し, 支障がないようにすること.2.  排水

◎使用土は( A種 ・ B種 ・ C種 ・ D種 )とし, 機器により締め固める. 3.  埋め戻し及び盛土

特　記　事　項章 項　　　目

◎材料は, 市場品とする。

◎砂利及び砂地業

　・厚さが300mmを越える場合は, 300mmごとに締固めを行う.

　・砂利は, ( 切込砂利 ・ 切込砕石 ・ 再生クラッシャラン )とする.

種　別 使用部位 厚　さ 粒度範囲

   再生クラッシャラン 図示 RC-30

捨コンクリート地業等

1.  砂利・砂・割り石及び３
章　

躯
体
工
事(

２)
 

（
地
業
工
事
）

　・締固めは, ランマー3回突き, 振動コンパクター2回締め又は振動ローラー締めとする. 締固めによる凹

　　凸は目つぶし砂利で上均しをする.

◎締め固め機械の選定に当たっては, 地質の状況を検討し監督員の承諾を得ること. 

◎捨コンクリートは, 無筋コンクリート(スランプ15㎝, 設計基準強度18N/mm )とし, 厚さは 　50　mmとする. ２

ただし, 規格証明書を提出し, 監督員の承諾を得ること. 

◎材料試験は行わない. 

◎結束線の端部は内側に折り曲げる. 

◎鉄筋の継手の位置は図示による. 

規格名称 種類の記号 径(㎜)

鉄筋コンクリート用棒鋼

規格番号

JIS G 3112

－
建築基準法の規定に　　
基づき認定を受けた鉄筋

溶接金網及び鉄筋格子

－

JIS G 3551

SD295A

SD345

D16以下

D19以上

◎鉄筋の継手は( 重ね継手（D16以下）・ ガス圧接継手 ・ 特殊継手 )とする. 

◎スラブのスペーサーは鋼製を原則とし, 他の箇所についても材種等について監督員の承諾を得ること. 

また, 鋼製のスペーサーは, 型枠に接する部分に防錆処理を行ったものとする. 

◎鉄筋の90°未満の折曲げの内法直径は図示による.

◎鉄筋の定着方法及び長さは図示による.

4.  鉄筋のかぶり厚さ及び間隔

３
章　

躯
体
工
事(

３)

　

(

鉄
筋
工
事)

1.  材料

2.  材料試験

3.  加工及び組立て

網目の形状：100×100    径：φ6　

◎目地がある場合のかぶりは, 目地底からの寸法とする. 

◎各部の配筋は, 図示による. 図示されていない場合は, 標仕参考図［1節－基礎及び基礎梁の配筋］～

　［7節－梁貫通孔その他配筋］による.

◎主要な配筋は, コンクリート打込みに先立ち, 種類, 径, 数量, かぶり, 間隔, 位置等について, 監督職

員の検査を受ける. 

5.  配筋検査

◎設計基準強度

コンクリート
の種類　　　

設計基準強度
(cm)

スランプ 強度試験の
有無 種別

気乾単位

(t/m３)
強度
調合管理

Fn(N/mm２Fc(N/mm２) 容積重量

普通 15 2.321 21＋S

適用箇所

３
章　

躯
体
工
事(

４)

　

コ
ン
ク
リ
ー
ト
工
事
）

1.　一般事項

特　記　事　項章 項　　　目

有

◎構造体コンクリートの調合管理強度は, 設計基準強度(Fc)に構造体強度補正値(S)を加えた値とする. 

によりセメントの種類及びコンクリートの打込みから材齢

　　ただし, 第３者機関以外で行う場合は, 立ち会い者を定め,監督員の承認を受け, 行うこととする.

　28日までの予想平均気温に応じて定める. 

◎コンクリートの強度試験

コンクリートの強度試験については, 次のとおり取扱うものとする. 

・第4週強度確認

　なお, 構造体強度補正値(S)は, 標仕 表6.3.2

◎合板せき板を用いる打放し上げの種別は( A ・ B ・ C )種とする.

◎コンクリート部材の位置及び断面寸法の許容値は, による.標仕 表6.2.3

◎コンクリートの仕上がりの平たんさは による。標仕 表6.2.5

　  原則, 第３者機関にて, 主任技術者又は現場代理人立会いの上, 行うこと.

　　なお, 試験機関を選定した際には, すみやかに監督員に報告すること. 

◎セメントの種類は, ( 普通ポルトランドセメント ・ 混合セメントA種 ・ 高炉セメントB種 ・ フライア

ッシュセメントB種 )とする. 

◎細骨材に含まれる塩化物量は, NaCl換算で0.04%以下とする.

◎細骨材としてフェロニッケルスラグ使用( できる ・ できない ).

◎所要空気量は4.5%±1.5%とする.

◎試練りは( 行う ・ 行わない ). 

◎コンクリ－ト中の塩化物量は, 0.3kg/m3以下とし, 試験方法は標仕6.5.4による. 

◎骨材は, による. 標仕6.3.1(2)

◎受注者は, コンクリートの使用にあたってアルカリ骨材反応を抑制するため, 次の3つの対策の中のいず

　　　ュセメントに適合するフライアッシュセメント［B種またはC種］もしくは混和材をポルトランドセメ

　    骨材のアルカリシリカ反応性試験(化学法またはモルタルバー法)の結果で無害と確認された骨材を使

　 　 試験方法は, JIS A 1145骨材のアルカリシリカ反応性試験方法(化学法)またはJIS A 5308(レディミ

　　　クストコンクリート)の付属書7「骨材のアルカリシリカ反応性試験方法(化学法)」, JIS A 1146骨材

　　　のアルカリシリカ反応性試験方法(モルタルバー法)またはJIS A 5308(レディミクストコンクリート)

　    アルカリ量が表示されたポルトランドセメント等を使用し, コンクリート1m３に含まれるアルカリ総

　    JIS R 5211高炉セメントに適合する高炉セメント［B種またはC種］あるいはJIS R 5213フライアッシ

　れか1つについて確認をとらなければならない.

　(1) コンクリート中のアルカリ総量の抑制

(2) 抑制効果のある混合セメント等の使用

　　　ントに混入した結合材でアルカリ骨材反応抑制効果の確認されたものを使用する。

(3) 安全と認められる骨材の使用

　　　用する. 

　　　の付属書8「骨材のアルカリシリカ反応性試験方法(モルタルバー法)」による.　

　　　量をNa2O換算で3.0kg以下にする. 

◎混和材料を使用する場合の種類は標仕6.3.1(4)によることとし，監督員の承諾を受けること.

◎ひび割れ誘発目地の位置（・図示による　・　　　　）

◎コンクリートの打継ぎ目地の寸法は, 標仕9.7.3〔目地寸法〕(1)(ア)による.

3.　普通コンクリート

2.　コンクリートの仕上がり

4.　打継ぎの位置

ひび割れ誘発目地

打継ぎ目地

5.　レディミクストコンクリート ◎工事開始に先立ち, 工場を選定し, 監督職員の承諾を受ける. 

工場の指定

◎スリーブの材種( 標仕6.8.3(i)(2)，標仕表6.8.1)

◎無筋コンクリートは, 次の場合に適用する. 

　・捨コンクリート

◎型枠は, ( 県産木製型枠 ・ 合板 ・ 金属製 ・ 樹脂系 ・ 打込み型枠 ・ ブロック )とする.

型枠の種別 仕上げ種別 塗装の有無

県産木製型枠

6.9.3 (b)(1)

－

A　種

なし

あり

厚さ 適用箇所材質

日本農林規格 １２㎜ 打ち放し仕上げ面

－ －

6.9.3 (b)(2) 普通型枠 なし 日本農林規格 １２㎜ 上記以外

6.　型枠

7.  無筋コンクリート

特　記　事　項章 項　　　目

◎工事に先立ち, 改修部分の隠蔽部の調査を行い, 設計図書と照合し, 支障があった場合は, 速やかに監督

員に報告し, 指示を受けること. 

◎各部の撤去により, 下地及び構造躯体にひび割れ及び欠陥部が発見された場合は, 速やかに監督員に報告

し指示を受けること. 

1.　一般事項４
章　

内
装
改
修
工
事2.　撤去並びに下地補修 ◎各改修工事の仕様は, 仕様・仕上げ表による. 

　①床改修

　  ・既設床仕上げ材の除去　改標仕6.2.2(a)参照

ビニール床シート

ビニール床タイル

ゴム系床タイル

改標仕6.2.2(a)(1)による

る指示を記入.
部分的な不良箇所に対す

全面・一部(図示)

種　　類 撤去工法 撤去範囲 備　　考

　　・コンクリート又はモルタル面の下地処理　改標仕6.2.2(b)参照

　②壁改修

　　・コンクリート間仕切り壁　改標仕6.3.2(a)参照

・木製及び軽量鉄骨間仕切り壁　改標仕6.3.2(b), (c)及び(d)参照   

・既存天井面に直接新たな仕上げ材を張付ける.         

　③天井改修　改標仕6.4.2参照

　　　モルタル塗り　※施工場所は図示による．

　　　　塗り厚25mm超の場合の補修を（行う・行わない）

　　・間仕切壁撤去に伴う構造体の補修

・既存天井塗装仕上げ面を塗替を行う.         

◎改修後の床の清掃範囲は図示する.

改標仕6.2.2(a)(3)

改標仕6.2.2(a)(4)

改標仕6.2.2(a)(5)

フローリング張床

床タイル

床組

また, 木床組の場合, 撤
去範囲を記入

同　上

同　上

同　上

凹凸部処理 サンダー掛け

ポリマーセメントモルタル 合成樹脂床の場合

備　考　欄下地処理方法下地の状況

欠損部

下地モルタル撤去部

エポキシ樹脂モルタル

モルタルで補修し乾燥後

デッキブラシ等で清掃
オン系樹脂モルタル及びノロ等の補修
モルタル補修が困難な場合は, カチ
塗厚さ及び下地の風化状況により,

既存床・建具・天井取合の補修範囲及び内容機械等の区分

油圧クラッシャ使用

ダイヤモンドカッター使用

ハンドブレーカー使用

アグレッシブウォータージェット使用

既存床・建具・天井取合の補修範囲及び内容撤　去　区　分

壁下地を含む全面

ボード面まで

ボード面を残し仕上げのみ

撤　去　区　分 既存壁取合の補修範囲及び内容

天井下地を含む全面

ボード面まで

ボード面を残し仕上げのみ

照明器具等による補強が必要な場合は, その内容も記入

)

A-01

　　施されているもの又は認証木材建材(AQマーク表示)として認定された保存処理材を使用するものとする.

◎工事現場搬入時の含水率は( A ・ B )種とする.

◎木材の品質

　・保存処理木材は, 日本農林規格に規定する保存処理の処理区分のうち, の保存処理(JIS K K2からK4まで

　　1570)(木材保存剤)に規定する木材保存剤(ただし, クレオソート油は有害物質を含有する家庭用品の

　　規制に関する法律(昭和48年法律第112号)に適合したものとする. ), これと同等の薬剤を用いたK2から

　　K4までの薬剤の浸潤度及び吸収量を確保する工場処理その他これと同等の性能を有する処理を含む. )が

　・樹種及び等級

施工箇所 樹　種 寸 法 材料の等級 形 状 表面の仕上げ 含水率
構
造･

下
地

備　考

杉 特１等 Ａ種 KD下地

Ａ種A・B・C KD
造
作
材

上小節

3.　木工事

4.  製材

杉造作材

無し

下記以外

普通 溶接金網部152121

Ｒ２徳島視覚支援学校他　屋内運動場棟等空調設備設置工事空調

2.3

建築工事　特記仕様書　1 NON(A2). NON(A3)

  ・本工事は, 警備員等の検定等に関する規則第1条第4号により規定された交通誘導警備業務を行う場所に

    一級又は二級の検定合格警備員の配置が( 義務付けられている ・ 義務付けられていない ).

  ・配置された検定合格警備員は, 業務に従事している間は合格証明書を携帯し，かつ，監督員等の請求が

　　あるときは，これを提示すること. 

◎交通誘導警備員

    の確認ができる資料を事前に監督員へ提出すること. 

  ・警備業法を遵守するとともに, 受注者は の配置計画書及び合格証明書の写し等資格要件交通誘導警備員

　　事の一部について下請負契約を締結する場合は，当該下請負工事の受注者(当該下請負工事の一部に係る

　　二次以降の下請負人を含む。)も同様の義務を負う旨を定めなければならない。

  ・受注者は，発注者が行う の実施に協力しなければならない．また，対象工交通誘導警備員勤務実績調査

  ・受注者は, を作成し, 勤務実績が確認できる資料(勤務伝票の写し)「交通誘導警備員勤務実績報告書」

    とともに, 1月毎に監督員へ1部提出しなければならない. 

1.　一般事項

特　記　事　項章 項　　　目

２
章　

改
修
仮
設
工
事

◎着工に先立ち, 敷地境界, 既存構造物及び地下埋設物の確認, 近隣建築物及び工作物の現状確認, 排水経

　路及び配水管の流末処理の確認並びに敷地周辺の状況確認を行うこと. 

　①労働安全衛生法に基づく構造規格

　②(社)仮設工業会の認定基準

　また, 厚生労働省の「経年仮設機材の管理指針」の基づく(社)仮設工業会の「適用工場制度」による登録

　工場及び指定工場等の活用に努めるとともに, 前記規格等に定めるもの以外の使用に当たってはあらかじ

　め強度等を確認した書類を監督員に提出し, 承諾を得ること. 

◎仮設機材及び経年仮設機材の使用については, 次の規格又は認定基準(以下「規格等」という. )に適合す

　るものを使用すること. 

◎労働安全衛生法第88条に基づき、労働安全衛生規則別表第７に掲げる機械等（組立から解体までの期間が

　60日未満を除く）の設置や移転、変更を行う場合は、30日前までに所轄労働基準監督署長に届け出をおこ

　なうこと.

　届け出をおこなった場合は、監督員に報告すること.

　届け出不要の場合は、その旨監督員に報告すること.

◎労働安全衛生法第88条に基づく届け出の要否に関わらず、足場を設置する場合は、使用開始前に営繕課

　指定の足場チェックリストを用いて点検した後、監督員の確認を受けること.

◎受注者は，高さが2m以上の箇所で作業を行う場合は，墜落防止に留意し，作業日毎に「墜落防止チェック

　シート」を活用して点検を行い，その記録を保管すること.

2.　足場等

◎内部足場(種類：脚立足場)

◎仮囲いを設置する場合は、設置後に「営繕課発注現場安全再確認シート」を活用して点検を行い、その

　記録を保管すること.

◎仮囲い(仕様：ｸﾞﾘｰﾝﾐﾆﾌｪﾝｽ, H=1.2m, L=23m)(図示)

については, 警備業法に基づく警備員とし, １６日間配置すること. 

　・警備員は, 延１６人(昼１６人）を見込んでいる. 



　（ 特　記 ）　　

徳島県教育委員会 施設整備課

●工事名

●図面名

●図面番号

●縮　　尺

株式会社Ａ
〒770-0044   徳島市庄町１丁目６番地２
Tel(088)632-1103(代) fax(088)632-1198

設計ＣＥ

エーシーイ
A-02Ｒ２徳島視覚支援学校他　屋内運動場棟等空調設備設置工事空調

特　記　事　項章 項　　　目特　記　事　項章 項　　　目 特　記　事　項章 項　　　目

５
章　

内
装
改
修
工
事

◎ホルムアルデヒドの放散量は, F☆☆☆☆とする.

　ただし, 正当な理由により確保が困難である場合等, ホルムアルデヒドの放散量が, F☆☆☆☆の普通

　合板等を使用できない場合には, 監督員と協議するものとし, 監督員の承諾を得るものとする.

厚さ

◎普通合板

施工箇所 備考防虫処理板面の品質接着の程度表板の樹種名
(mm)

アリーナ床 12 針葉樹 C-D あり

5.　床張り用合板等

◎かすがい, 座金, 箱金物, 短ざく金物等は図示により, 図示のもの以外は標仕によるが, 補助として, 

  日本建築学会建築工事標準仕様書を適用する.

◎木ねじはJIS B 1112(十字穴付き木ねじ)又はJIS B 1135の規格品とする.

の釘は, JIS A 5508の規格品とする.◎下地材及び造作材6.　諸金物

◎JIS A 6517の規格品とする.

◎出入口及びこれに準ずる開口部の補強は(・改標仕6.7.4(5)による　・　　　　)

◎野縁等の種類は, 屋内19型, 屋外25型とし, 改標仕表6. 6. 1による. 

◎JIS A 6517の規格品とする. 

7.  軽量鉄骨壁下地

8.  軽量鉄骨天井下地

◎スタッド, ランナーの種類は, (　19,65　型)とし, 改標仕表6. 7. 1による.

◎ホルムアルデヒドの発散量は, F☆☆☆☆とする. 

　ただし, 正当な理由により確保が困難である場合等, ホルムアルデヒドの発散量が,  F☆☆☆☆のフローリングを使用

　できない場合には, 監督員と協議するものとし, 監督員の承諾を得るものとする。

表面仕上・塗装種別

大型積層
ﾌﾛｰﾘﾝｸﾞ

ﾎﾟﾘｳﾚﾀﾝ塗装

9.　フローリング張り

◎三洋工業製品　程度10.　体育館床下地

施工箇所材種・規格品 工法 不燃材等
の区分　

厚さ
(mm)

下地の
種類　

小ねじ・釘
・接着剤の
種類　　　

化粧せっこうボード
トラバーチン模様
JIS A 6901の規格品

天井 突付 準不燃 LGS9.5

せっこうボード
JIS A 6901の規格品

備　考

天井 9.5 LGS突付 準不燃

LGS突付

11.  せっこうボードその他

　　 ボード及び合板張り

標仕19.7.2 (4)

標仕19.7.2 (4)12.5,15 不燃壁,天井

JIS A 6307の規格品
化粧吸音板
ロックウール

天井 突付 LGS不燃9,12

フレキシブルボード
JIS A 5430の規格品

標仕19.7.2 (4)

標仕19.7.2 (4)

天井 突付 LGS標仕19.7.2 (4)8 不燃

突付 LGS標仕19.7.2 (4)壁 12
普通合板 ラワン
農林省告示第233号 ２類

　パーティクルボード及びMDFを使用できない場合には, 監督員と協議するものとし, 監督員の承諾を得る

  ものとする.

◎合板, パーティクルボード及びMDFのホルムアルデヒド放散量は, F☆☆☆☆とする. 

　ただし, 正当な理由により確保が困難である場合等, ホルムアルデヒドの放散量が, F☆☆☆☆の合板, 

  量は, F☆☆☆☆とする. 

　を使用できない場合には, 監督員と協議するものとし, 監督員の承諾を得るものとする. 

◎ロックウール, グラスウール, ユリア樹脂又はメラミン樹脂を使用した断熱材のホルムアルデヒドの放散

　ただし, 正当な理由により確保が困難である場合等, ホルムアルデヒドの放散量が, F☆☆☆☆の断熱材

種　　類 種　　別 厚　　さ 工　　法 補　修　材 備　　考

ｸﾞﾗｽｳｰﾙ

12.　断熱・防露

24K 50

ｱﾙﾐ製 一般型 屋内用 額縁 額縁

材種 形式寸法 外枠 内枠

450角

13. 天井点検口

14. その他

◎配管ｶﾞｰﾄﾞは、（株）プラコー製品　LA防球ｶﾞｰﾄﾞ L=635,1960 BLA-50P,BLA-980P(特寸)　参考　程度

◎天吊形空調機防球ｶﾞｰﾄﾞは、（株）プラコー製品　底面扉型 W1800×H350×D800　BNKS-1800PH　参考　程度

６
章　

塗
装
改
修
工
事

◎防火材料又は建築基準法に基づく指定又は認定を受けたものとする. 

◎塗料はホルマリン不検出のもの及び有機溶剤の含有量が少ないものとする. 

◎ユリア樹脂等(ユリア樹脂, メラミン樹脂, フェノール樹脂, レゾルシノール樹脂又はホルムアルデヒド

　系防腐剤)を用いた塗料のホルムアルデヒドの発散量は, F☆☆☆☆とする. 

　ただし, 正当な理由により確保が困難である場合等, ホルムアルデヒドの発散量が, F☆☆☆☆の塗料を

　使用できない場合には, 監督員と協議するものとし, 監督員の承諾を得るものとする。

1.　一般事項

区　分
種　　別

下地調整
屋内屋外

さび止め塗料

屋外 屋内
備　　考    ションペイント塗り(EP-G)

2.　つや有合成樹脂エマル

木部(新設) Ａ種 標仕 表18.2.1

水系さび止め

表18.8.2

鉄面(新設)

    ペイント塗料(EP)

3.　合成樹脂エマルション
種　　別

屋外 屋内
素地ごしらえ区　分 備　　考

フレキシブルボード面 Ｂ種 標仕 表18.9.1 Ｂ種 標仕 表18.2.7

区　分 種　　別 備　　考下地調整
　　(UC)

4.　ウレタン樹脂ワニス塗り

木部(新設) Ｂ種 標仕 表18.11.1 Ｂ種 標仕 表18.2.1

工　程

素地研磨

下塗り

研磨

中塗り

研磨

線引き

塗料その他

上塗り

ウレタンエナメル

塗布量

80～100g/㎡

80～100g/㎡

80～100g/㎡

№

１

２

３

４

５

６

７

◎体育館木質床　1液湿気硬化型ポリウレタン樹脂塗料

1液湿気硬化型ポリウレタン塗料

1液湿気硬化型ポリウレタン塗料

1液湿気硬化型ポリウレタン塗料

ドラムサンダー♯40～100及び、ポリッシャー♯100で均一に研磨後、除塵。

ポリッシャー♯100～150メッシュで均一に研磨後、除塵。

ポリッシャー♯100～150メッシュで均一に研磨後、除塵。

5.　ポリウレタン樹脂塗り

◎盛土材料( 標仕 表3.2.1のB種 )

◎六価クロム溶出試験を( 行う ・ 行わない ). 

　行った場合, 土壌環境基準以下であることを確認すると共に, 試験結果(計量証明書)を監督員に提出する

  ものとする. 

　六価クロム溶出試験は, 「セメント及びセメント系固化材の地盤改良への使用及び改良土の再利用に関す

  る当面の措置」(平成12.3.31 建設第258号)の「六価クロム溶出試験実施要領(案)」により実施する. 

　土質条件, 施工条件等により試験方法, 検体数に変更が生じた場合, 試験の結果, 六価クロムの溶出量が

  土壌環境基準を超えた場合等は, 監督員と協議するものとする. 

◎ジオテキスタイルを( 使用する ・ 使用しない ). 

◎路床土の支持力比(CBR)試験は( 行う〔乱した土, 乱さない土〕 ・ 行わない )

◎路床締固め度試験は( 行う ・ 行わない ). 目標CBRは(  　    )以上とする.

◎砂の粒度試験は( 行う ・ 行わない ).

◎路盤材料( 再生ｸﾗｯｼｬｰﾗﾝ )．

◎締固め試験は( 行う ・ 行わない ).

◎再生加熱アスファルト混合物を( 使用する ・ しない ).

◎シールコートは( 行う ・ 行わない ).

◎アスファルト混合物の抽出試験は( 行う ・ 行わない ).

◎舗装の平担性は、通行の支障となる水たまりを生じない程度とする。

◎地域は( 一般地域 ・ 寒冷地域 )とする.

舗装の種類

アスファルト

部　　位 舗装の厚さ(mm)

表層 50

種　　類表層, 基層の別

再生加熱アスファルト混合物

加熱アスファルト混合物　　

種　　別 備　　考

表層 密粒度ｱｽﾌｧﾙﾄ混合物

1.　路床

2.　路盤

3.　アスファルト舗装

特　記　事　項章 項　　　目

７
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舗
装
工
事

　ｱﾘｰﾅ:ｽﾘｰﾍﾞｰｽH=300 

　床下点検口600×600,EXPｺﾞﾑ:ﾒｰｶｰ標準品

Ｂ種 標仕
Ｃ種 標仕 表18.2.1

Ｂ種 標仕

表18.3.1

　　 標仕

表18.8.3

◎防護マットは、厚50 難燃ﾚｻﾞｰ

特類

樹種

既存に合わす

厚さ

18mm（表層単板厚6㎜）

建築工事　特記仕様書　２ NON(A2). NON(A3)



A-03Ｒ２徳島視覚支援学校他　屋内運動場棟等空調設備設置工事空調

(屋内運動場棟)仮囲い図

はｸﾞﾘｰﾝﾐﾆﾌｪﾝｽH=1200を示す

1/100(A2). 1/141(A3)

φ50

GV30

75

40

ＬＰ庫新設

液化石油ガスエア
発生装置新設

備蓄倉庫移設
(別途)

備蓄倉庫移設
(別途)

備蓄倉庫移設
(別途)
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6
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　（ 特　記 ）　　

徳島県教育委員会 施設整備課

●工事名

●図面名

●図面番号

●縮　　尺

株式会社Ａ
〒770-0044   徳島市庄町１丁目６番地２
Tel(088)632-1103(代) fax(088)632-1198

設計ＣＥ

エーシーイ

屋内運動場棟

(16日)

交通誘導警備員



は床下点検口を示す

は仮設間仕切り(PB)を示す

Ｒ２徳島視覚支援学校他　屋内運動場棟等空調設備設置工事空調 A-04

(屋内運動場棟)2階平面図

床新設

1/100(A2). 1/141(A3)

木製仮設間仕切り 片面仕上げ
滑車付き(移動用)
約2.275×6.37m×H1.82m

２階平面図　　SC=1/100

ステージ

控室－2

アリーナ

器具庫

放送室
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　（ 特　記 ）　　

徳島県教育委員会 施設整備課

●工事名

●図面名

●図面番号

●縮　　尺

株式会社Ａ
〒770-0044   徳島市庄町１丁目６番地２
Tel(088)632-1103(代) fax(088)632-1198

設計ＣＥ

エーシーイ



Y1

Y2

Y3

Y4

X8X7X6X5X4X3X2X1

ホール

器具庫

準備室

小体育館－1

廊下

女子便所 男子便所 多機能便所

ｼｬﾜｰ ｼｬﾜｰ

PS PS

1

1

1

2

16

16

2

2 2 2

6 6 6 6 6

6 6 6 6

6

6

9

4

2 2

庇

4

12

6

EPS PS

9

4
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小体育館－2

1

玄関

②
断

面

①断面

技術室

4 ピロティ通路

1

2

女子更衣室 男子更衣室

2

符 号 現況･撤去仕上

化粧PBt9.5(910×910) LGS19 撤去

ﾛｯｸｳｰﾙ吸音板厚9,下地PB厚9.5　LGS19 撤去

改修後仕上

化粧PBt9.5(910×910) LGS19 新設

ﾛｯｸｳｰﾙ吸音板厚9,下地PB厚9.5　LGS19 新設1

2

4

16 ﾛｯｸｳｰﾙ吸音板厚12,下地PB厚9.5　LGS19 撤去 ﾛｯｸｳｰﾙ吸音板厚12,下地PB厚9.5　LGS19 新設

※天井LGSは、屋内19型・屋外25型とする。

※天井ふところが1.5m以上の場合は、下地補強（振れ止め）を行うこと。

（技術室、準備室、更衣室、1階器具庫、1階各便所）

Ｒ２徳島視覚支援学校他　屋内運動場棟等空調設備設置工事空調

ﾌﾚｷｼﾌﾞﾙﾎﾞｰﾄﾞ厚8 EP塗（底目地） LGS25 新設ﾌﾚｷｼﾌﾞﾙﾎﾞｰﾄﾞ厚8 EP塗（底目地） LGS25 撤去

天井改修部分を示す

天井開口補強 新設

天井点検口 新設

浮遮音天井 浮遮音天井:吊り型防振ｺﾞﾑより下を改修

PB厚15二重張り,GW厚50(24K) LGS19 撤去 PB厚15二重張り,GW厚50(24K)　LGS19 新設

(屋内運動場棟)1階天井伏図

A-05

1/100(A2). 1/141(A3)
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▽既存天井
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▽既存天井

６か所１か所
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　（ 特　記 ）　　

徳島県教育委員会 施設整備課

●工事名

●図面名

●図面番号

●縮　　尺

株式会社Ａ
〒770-0044   徳島市庄町１丁目６番地２
Tel(088)632-1103(代) fax(088)632-1198

設計ＣＥ

エーシーイ

学校備品仮移動
予定場所

学校備品仮移動
予定場所



既存ブドウ棚
鉄骨梁

難燃ｼﾅ合板厚9
下地PB厚12.5,LGS65 撤去

木製40×40 撤去

木製70×100 撤去
難燃ｼﾅ合板厚9,木下地 撤去

難燃ｼﾅ合板厚9,LGS19 撤去

難燃ｼﾅ合板厚9
下地PB厚12.5,LGS65 撤去

木製40×40 撤去

木製70×100 撤去

難燃ｼﾅ合板厚9,LGS19 撤去

防護ﾏｯﾄ厚50 撤去

巾木:ﾅﾗ集成材 30×360 撤去

現況･撤去 Ａ断面 改修後 Ａ断面 改修後 Ｂ断面現況･撤去 Ｂ断面

鏡厚6飛散防止ﾌｨﾙﾑ
ﾗﾜﾝ合板厚12,LGS19

中ﾎﾞﾙﾄ 2-M12

▽2FL

控室１･２　空調機器取付図

Ｒ２徳島視覚支援学校他　屋内運動場棟等空調設備設置工事空調

平面

断面

中ﾎﾞﾙﾄ 1-M12

25×100UC塗

難燃ｼﾅ合板厚9(底目地)UC塗

25×100UC塗

難燃ｼﾅ合板厚9(底目地)UC塗

難燃ｼﾅ合板厚9(底目地)UC塗 難燃ｼﾅ合板厚9(底目地)UC塗

難燃ｼﾅ合板厚9(底目地)UC塗
下地PB厚12.5,LGS19

難燃ｼﾅ合板厚9(底目地)UC塗
下地PB厚12.5,LGS65

30×120UC塗

30×120UC塗

巾木:ﾅﾗ集成材 30×355 UC塗
　　 床上5mmｽｶｼ

※中ﾎﾞﾙﾄはﾀﾞﾌﾞﾙﾅｯﾄ

　寸法は空調機器の決定後,
　監督員の承認をえること

床下点検口600角(12か所)新設

※床下点検口・床補修は、既存下地を調査のうえ
　補強を行い適切な範囲を補修。

空調器取付用

中ﾎﾞﾙﾄ 1-M12

L-50x50x4

PL-6x65x100x110L
2-M12

※ｱﾝｸﾞﾙはL-50x50x4

難燃ｼﾅ合板厚9(底目地)UC塗
下地PB厚12.5,LGS19

難燃ｼﾅ合板厚9(底目地)UC塗
下地PB厚12.5,LGS65

難燃ｼﾅ合板厚9
下地PB厚12.5,LGS65 撤去

30×70UC塗 30×70UC塗

A-06

1/50,1/30(A2)
1/70,1/42(A3)(屋内運動場棟)アリーナ部分詳細図
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木製70×100 撤去

木製40×40
難燃ｼﾅ合板厚9
下地PB厚12.5,LGS65 撤去

巾木:ﾅﾗ集成材 30×360 撤去

防護ﾏｯﾄ厚50,下地構造用合板厚12 撤去

防護ﾏｯﾄ厚50,下地ﾗﾜﾝ合板厚12

Ａ

Ａ

現況・撤去
　アリーナ

改修後
　アリーナ

５か所

５か所

Ｂ

Ｂ

１か所

１か所

AC防球ｶﾞｰﾄﾞ配管ｶﾞｰﾄﾞ AC防球ｶﾞｰﾄﾞ 配管ｶﾞｰﾄﾞ AC防球ｶﾞｰﾄﾞ配管ｶﾞｰﾄﾞ AC防球ｶﾞｰﾄﾞ 配管ｶﾞｰﾄﾞ

はｼｰﾘﾝｸﾞを示す　　は既存のままを示す

は撤去を示す

木製建具

防護ﾏｯﾄ厚50,下地構造用合板厚12 撤去
防護ﾏｯﾄ厚50
下地構造用合板厚12 撤去

方立:30×65 UC塗

巾木:ﾅﾗ集成材 30×355 UC塗

防護ﾏｯﾄ厚50,下地ﾗﾜﾝ合板厚12防護ﾏｯﾄ厚50
下地ﾗﾜﾝ合板厚12

※木製建具:厚36,w2110×h1680

　仕上:ｼﾅﾍﾞﾆｱ厚5.5,裏板ﾗﾜﾝ合板厚4 UC塗

　金物:引手､戸車､SUSﾚｰﾙ

難燃ｼﾅ合板厚9(底目地)UC塗
下地PB厚12.5,LGS19

難燃ｼﾅ合板厚9(底目地)UC塗
下地PB厚12.5,LGS1940×70UC塗40×70UC塗

AC防球ｶﾞｰﾄﾞ

配管ｶﾞｰﾄﾞ
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　（ 特　記 ）　　

徳島県教育委員会 施設整備課

●工事名

●図面名

●図面番号

●縮　　尺

株式会社Ａ
〒770-0044   徳島市庄町１丁目６番地２
Tel(088)632-1103(代) fax(088)632-1198

設計ＣＥ

エーシーイ



(屋内運動場棟)外構図
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土間ｺﾝｸﾘｰﾄ復旧

土間ｺﾝｸﾘｰﾄ復旧

ｱｽﾌｧﾙﾄ舗装復旧

ＬＰ庫新設

40 40 10
0

車止め撤去ｶｯﾀｰ入れのうえ
ｱｽﾌｧﾙﾄ舗装撤去

ｶｯﾀｰ入れのうえ
土間ｺﾝｸﾘｰﾄ撤去

ｶｯﾀｰ入れのうえ
土間ｺﾝｸﾘｰﾄ撤去

Ｒ２徳島視覚支援学校他　屋内運動場棟等空調設備設置工事空調 A-07

1/100(A2). 1/141(A3)

備蓄倉庫移設(別途)
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備蓄倉庫移設
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備蓄倉庫移設
(別途)

備蓄倉庫移設
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徳島県教育委員会 施設整備課

●工事名

●図面名

●図面番号

●縮　　尺

株式会社Ａ
〒770-0044   徳島市庄町１丁目６番地２
Tel(088)632-1103(代) fax(088)632-1198
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φ60.5×2.3

戸当り付両面回転施錠

φ50.8×1.6

設計条件
設計荷重・・・昭和５７年改正の建築基準法・同施行令に基づく風圧力に依る。
基礎条件・・・長期許容地耐力 ９８ｋＮ／㎡（１０ｔ／㎡）
備考
１．外装について
・主柱、門柱、枠体　　　　亜鉛・アルミ・マグネシウム合金めっきの上
　パネル取付金具類　・・・高耐候性樹脂粉体塗装
・ワイヤメッシュ
  胴縁　　　　　　　・・・亜鉛めっきの上高耐候性樹脂粉体塗装
・ボルト、ナット　　・・・溶融亜鉛めっきの上防錆着色処理

φ50.8×1.6
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胴縁斜視図

（　）内は芯線径を示す。
パネル斜視図

D13@200ﾀﾃﾖｺ

捨てｺﾝｸﾘｰﾄ厚50
再生ｸﾗｯｼｬｰ厚150

D13@200ﾀﾃﾖｺ共 ﾀﾞﾌﾞﾙ

▽±0

△-115

D13@200

ﾌｪﾝｽH=1000

D13@200ﾀﾃﾖｺ

D13

D13@200

ｺﾝｸﾘｰﾄ打放し仕上 ｺﾝｸﾘｰﾄ打放し仕上

ｱｽﾌｧﾙﾄ舗装厚50
再生ｸﾗｯｼｬｰ厚150

D13@250

D13@230

あと施工ｱﾝｶｰD13@200

Ｒ２徳島視覚支援学校他　屋内運動場棟等空調設備設置工事空調

断面図詳細図

平面図詳細図
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あと施工ｱﾝｶｰD13@200
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D13@230

(屋内運動場)室外機基礎図 1/30(A2). 1/42(A3)
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徳島県教育委員会 施設整備課

●工事名

●図面名

●図面番号

●縮　　尺

株式会社Ａ
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5 6 8

平面図

12 3

11

3 8

2

5 1

正面図

▽既設床

基礎ｺﾝｸﾘｰﾄ厚300 金ｺﾃ 
D13@200ﾀﾃﾖｺ共 ﾀﾞﾌﾞﾙ
再生ｸﾗｯｼｬｰ厚150

13 7

2

9

10

4▽既設床

側面図

ＬＰ庫液化石油ガスエア発生装置基礎

1 前梁 SGCC

2 前柱 SGCC

3 シャッター SGCC

4 側パネル ZAM

5 屋根 ZAM

6 母屋 SGCC

7 側梁 SGCC

8 後土台 ZAM

9 横桟 ZAM

10 後柱 SGCC

11 左右土台 ZAM

12 左右前土台 ZAM

屋根受け雨樋 ZAM13

1

右1 左1

1

2

前1 中1 後1

3

2

1

4

右1 左1

2

右1 左1

右1 左1

ｔ0 . 8 溶融亜鉛メッキ

ｔ0 . 8 溶融亜鉛メッキ

ｔ0 . 4 溶融亜鉛メッキ

ｔ0 . 5 溶融メッキ　※

ｔ0 . 7 溶融メッキ　※

ｔ1 . 2 溶融亜鉛メッキ

ｔ0 . 7 溶融亜鉛メッキ

ｔ1 . 6 溶融メッキ　※

ｔ1 . 2 溶融メッキ　※

ｔ0 . 7 溶融亜鉛メッキ

ｔ2 . 0 溶融メッキ　※

ｔ2 . 0 溶融メッキ　※

ｔ1 . 2 溶融メッキ　※

番 号 品 名 材 質 個数 備 考

Ｒ２徳島視覚支援学校他　屋内運動場棟等空調設備設置工事空調

捨てｺﾝｸﾘｰﾄ厚50
再生ｸﾗｯｼｬｰ厚150

D13@200ﾀﾃﾖｺ共 ﾀﾞﾌﾞﾙ

断面図詳細図

-160

D13@200

ｺﾝｸﾘｰﾄ打放し仕上

△-160

+50

(屋内運動場)雑詳細図

ｺﾝｸﾘｰﾄ打放し仕上

D13@200ﾀﾞﾌﾞﾙ

土間ｺﾝｸﾘｰﾄ厚150 金ｺﾃ 
溶接金網φ6×100×100

再生ｸﾗｯｼｬｰ厚150

D13

D13@200

あと施工ｱﾝｶｰD10@500

平面図詳細図
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基礎ｽﾗﾌﾞ厚200 金ｺﾃ 
D13@200ﾀﾃﾖｺ共 ﾀﾞﾌﾞﾙ
再生ｸﾗｯｼｬｰ厚150

あと施工ｱﾝｶｰD13@200ﾀﾞﾌﾞﾙ
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　（ 特　記 ）　　

徳島県教育委員会 施設整備課

●工事名

●図面名

●図面番号

●縮　　尺

株式会社Ａ
〒770-0044   徳島市庄町１丁目６番地２
Tel(088)632-1103(代) fax(088)632-1198

設計ＣＥ
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Ｒ２徳島視覚支援学校他　屋内運動場棟等空調設備設置工事空調

１階平面図　Key Plan

Y5

Y6

X8

天井改修部分を示す

化粧PBt9.5(910×910) LGS19 撤去 化粧PBt9.5(910×910) LGS19 新設

天井開口補強 新設

符 号 現況･撤去仕上 改修後仕上

Y5

Y6

X8

外部足場H=10.2m程度

Y3

Y4

X15

外部足場H=3.4m程度

２階平面図　Key Plan ３階平面図　Key Plan

符 号 現況･撤去仕上 改修後仕上

天井点検口 新設

A-10

(校舎棟)足場位置,天井伏図　１ 1/100(A2). 1/141(A3)
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●図面名

●図面番号

●縮　　尺

株式会社Ａ
〒770-0044   徳島市庄町１丁目６番地２
Tel(088)632-1103(代) fax(088)632-1198

設計ＣＥ

エーシーイ
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コミュニティスペース

ふれあいコーナー

廊下

造
付
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視聴覚室

自立活動室兼多目的スペース

ふれあいコーナー
廊下

造付棚

聾 更衣室女

庇

個別 2-1 教室

カーテン



４階平面図　Key Plan
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Y1

Y2

X8X7

天井改修部分を示す

化粧PBt9.5(910×910) LGS19 撤去 化粧PBt9.5(910×910) LGS19 新設

天井開口補強 新設

符 号 現況･撤去仕上 改修後仕上

４階平面図　Key Plan

X2

Y5

Y6

天井改修部分を示す

化粧PBt9.5(910×910) LGS19 撤去 化粧PBt9.5(910×910) LGS19 新設

天井開口補強 新設

符 号 現況･撤去仕上 改修後仕上

４階平面図　Key Plan

X8 X9

Y8

天井改修部分を示す

化粧PBt9.5(910×910) LGS19 撤去 化粧PBt9.5(910×910) LGS19 新設

天井開口補強 新設

符 号 現況･撤去仕上 改修後仕上

外部足場H=10.2m程度

Y7

４階平面図　Key Plan

外部足場H=10.2m程度

Y7

Y8

X10

外部足場H=6.8m程度

A-11

1/100(A2). 1/141(A3)(校舎棟)足場位置,天井伏図　２
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聾 教室[高]盲 教室[高] 防災学習室

掲示コーナー灸実習室

基礎医学２

PS

家庭科室準備室

PS

床

収納 踏込

礼法室
ライトコート

理容習練室

ライトコート


